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ニーズ

ミウラの
ステージ
ヒストリー

1927年 創業者の父、三浦政
治郎が精麦・精米機の
製造販売業（三浦製作
所）を創業

1959年 株式会社三浦製作所を
設立

1960年 小型貫流蒸気ボイラの
販売開始

1988年 AI搭載ボイラを発売
1991年 低NOxボイラSQ-2000を発売

1989年 脱酸素装置の販売開始
1992年 三浦環境科学研究所の設立
1996年 家庭用軟水器の販売開始

1987年1987年 カナダに合弁会社を設立 カナダに合弁会社を設立
                                

1988年1988年 台湾に子会社を設立 台湾に子会社を設立
                                

1991年1991年 米国に子会社を設立 米国に子会社を設立
                

1993年1993年 上海に合弁会社を設立 上海に合弁会社を設立
                                

製造 販売

製造 販売

販売

製造 販売

1967年 舶用補助ボイラで
業界に進出

1969年 ZM契約（有料メンテナ
ンス点検制度）の開始

1971年 ボイラ薬品製造開始

2000年 業界初の軟水装置内蔵ボイラを発売
2004年 業界初の低NOx25ppm未満を達成した

蒸気ボイラを発売

2001年2001年 各事業部のメンテナンス部門を統合 各事業部のメンテナンス部門を統合
2001年2001年 メンテナンス担当者全員にモバイル端末 メンテナンス担当者全員にモバイル端末

を導入を導入

2001年 日本で初めて、ダイオキシン類分析で国
際規格の認定を取得

2002年 ダイオキシン管理型小型焼却炉の
販売開始

2004年 真空解凍装置CD型を発売

2008年 純水装置WI型を発売、蒸気駆動のエアコ
ンプレッサシステムの共同開発を（株）神
戸製鋼所と合意

2009年 大阪大学医学部附属病院と共同開発した
減圧沸騰式洗浄器を発売、レトルト殺菌機
JQ型を発売

2004年2004年 蘇州に子会社を設立 蘇州に子会社を設立                                 製造 販売 2008年2008年 米国に子会社を設立 米国に子会社を設立                 
2008年2008年 シンガポールに子会社を設立 シンガポールに子会社を設立                 
2009年2009年 インドネシアに子会社を設立 インドネシアに子会社を設立                                 
2011年2011年 メキシコに子会社を設立 メキシコに子会社を設立                 
2012年2012年 ブラジルに子会社を設立 ブラジルに子会社を設立                                 

製造

販売

製造 販売

販売

製造 販売

2014年2014年 タイ、オランダに子会社を設立 タイ、オランダに子会社を設立                 
2015年2015年 トルコに子会社を設立 トルコに子会社を設立                 
2019年2019年 香港、マレーシアに子会社を設立 香港、マレーシアに子会社を設立                 

販売

販売

販売

1972年 ボイラ効率を飛躍的に
向上させる画期的なオ
メガフロー缶体を開発

1974年 東京ガス（株）とのガス
焚きボイラ共同開発

1977年 MI（小型ボイラ多缶設
置）システムを商品化

1986年 MIシステム特許成立

1972年 ZMP（3年間有償保守
管理）契約制度を開始

1978年 事業多角化開始
1986年 食品加工機器の

販売開始

1982年1982年 韓国に子会社を設立 韓国に子会社を設立
                                製造 販売

2009年 高圧・大容量の多管式貫流蒸気ボイラ
SQ-7000Zを発売

2008年 北米・アジアでグローバルオンラインメン
テナンス（GOM）を開始

2009年 新ZISとして、三浦オンラインメンテナン
スシステム（MOM）を導入

2017年 水素燃料の貫流蒸気ボイラを
ラインアップ

2019年2019年 クラウド型エネルギー管理システムの販売開始 クラウド型エネルギー管理システムの販売開始

2014年 船舶のバラスト水を浄化し、世界の海の生態系を守るバ
ラスト水処理装置を発売

2017年 業務用クリーニング機器のリーディングカンパニー、アイ
ナックス稲本（株）をグループ化、業務用燃料電池を開発

2018年 活性炭再生技術で排水処理・排水リサイクル事業を展開
するJトップ（株）に出資

2019年 （株）クリーンプラネットに出資
2020年 水供給サービスMiraQua®提供開始

ボイラ事業草創期 ボイラ事業成長期／／
多角化事業草創期ボイラ事業開花期 ベストパートナー戦略と

多角化事業の成長ボイラ事業発展期 トータルソリューション提案と
グローバル化

トータルソリューションの
グローバル展開

1959年～

戦後の好景気
朝鮮戦争による特需景気のなか、
精麦・精米に不可欠なボイラの
入手が困難になりました。

急速に発展する日本経済のなか、
安くて使いやすいボイラの需要
が高まりました。特に、瀬戸内で
は造船所向けの舶用補助ボイラ
の需要が高まりました。

1965年～

高度経済成長
1973年の第四次中東戦争によ
るオイルショックが起こり、時代
は「省エネ」へと向かっていきま
した。ボイラにも「使いやすさ」
「低価格」に「高効率」がキー
ワードに加わりました。

1972年～

石油危機
1980年代後半に入り、日本はプラザ合
意から端を発する、バブル期を迎えまし
た。経済全体にゆとりが生まれ、技術競
争だけでなく、さらなる付加価値が求め
られるようになりました。

1987年～

モノからサービスへ
1997年、地球温暖化に対する国際的な取り組みの
ための国際条約「京都議定書」が採択され、CO2削
減などの技術ニーズが高まりました。

2000年～

地球温暖化問題
地球温暖化対策をはじめ、NOxやSOxなどの汚染
物質の排出削減など、さらなる環境対策が全世界
的に求められる時代となりました。また、企業のグ
ローバル展開がより一般的になりました。

2008年～

新興国の工業化
SDGs（持続可能な開発目標）が2015年に国連サ
ミットで採択されて以来、国や地方自治体、民間企
業などあらゆるステークホルダーが一体となって、
サステナブルな社会の実現に向けた動きが加速し
ています。

2014年～

環境経営、SDGsへの取り組み

ボイラ

メンテナンス

多角化

海外
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150,000

価値創造の軌跡
社会課題・ニーズに向き合い“テクノサービス”を磨いてきた歴史

1989年 業界初の24時間・365日対応
のZISオンラインメンテナンス
を開始

受け継がれる
テクノサービス
という考え方

基礎機械のボイラの需要増加を見込み、小型貫流蒸
気ボイラの開発に没頭し、製造販売をいち早く開始し
ました。さらに、当時無償サービスが一般的であった
アフターサービスを有償化し、新たな付加価値を提供
するビジネスへと転換しました。

お客様のニーズに応えるために事業領域を「熱」と「水」
に明確に定め、技術力を磨きながら、創造性あふれる
提案を推進していきました。生み出されたさまざまな
製品は、お客様や社会、環境の課題解決に寄与すると
ともに、日本の産業・技術振興に大いに貢献しました。

エース級の人財を次々と海外拠点に送り込み、ミウラの
環境負荷低減商品の海外展開に注力しました。また、お
客様の工場全体のさらなる省エネルギー化を支援する
ために、熱・水・環境にかかわる商品とメンテナンスを
複合的に提供するトータルソリューションを展開しました。

持続可能な地球環境に向けた企業への要請の高まりを
見据えて、次世代クリーンエネルギーに取り組んでいま
す。業務用燃料電池の開発、水素燃料の貫流蒸気ボイ
ラのラインアップ化など、最先端分野への挑戦を続けて
います。

初代 ニ代 三代 四代三浦 保（1959～1989年） 白石 省三（1989～2004年） 髙橋 祐二（2004～2016年） 宮内 大介（2016年～）
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